


























































































































































































































から 15 年ほど前にオランダから簡易法でAGEs を
測定する機器が開発されまして，最近かなりこの機
械の精度が上がってまいりました．そこで私どもは

























































































































































































　○質問者 1　 AGEs のお話だったんですが，私が
フォローしている範囲では，AGEs の構造が 10 ぐ
らいあると思うんですけど，その中でコイツが一番
悪者だとかいう，そういうものについて，先生のご
意見ございますか．
　○山岸　2 個まで絞りまして，メチルグリオキ
サール・ハイドロイミダゾロンっていうAGEs と，
GLAP（グラップ）というAGEs がおそらく一番悪
いやつだと思います．
　○質問者 1　それはやはり，RAGEにも結合する
し，その後の細胞の炎症反応に関わっているという
ことですね．ありがとうございます．
　○質問者 2　・・・私，腸内細菌をやっている者
にとっては，AGEs と腸内細菌というのは，具体的
にはどういうふうなことが．
○山岸　AGEs と腸内細菌の論文はたくさんあるん
ですが，一定の結果はあまり得られていません。た
だ，全部眺めてみますと，AGEs を摂っていると，
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ラクトバチルスが減るっていうのは事実のようで
す．ですから，善玉菌が減って，そして腸内細菌叢
が悪玉化して，同じジャンクフードを摂った時に
も，TMAあるいはTMAO系が活性化する可能性
はあるんじゃないかなと．
　それから，これはもう，私は完全に門外漢なんで
すが，一部の大腸菌なんかはAGEs を作ることが
できるようでございます．そういったようなもの
が，食べ物とは別にAGEs を作って，そして善玉
菌とラクトバチルスを殺して，わが世の春を謳歌し
て，いろんな系を刺激するっていう可能性はあるの
かもしれません
○座長（中牧　剛）　精力的な仕事にびっくりして
おりますが，是非先生のこれからのご研究の発展と
昭和大学の全体の研究もご指導いただいて，ますま
すのご活躍を祈念いたします．これでよろしいで
しょうか．そしたら，これで研究紹介講演の 1席目
の山岸先生のお話を終わりにしたいと思います．ど
うもありがとうございました．
